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“まち”の魅力

と

元気づくり
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自然環境の変化や社会環境
の変化が激しい時代の“ま
ち”は、“地域力”を高めてい
かなくては、その環境変化
を乗り越えて行くことは難
しい。

　プロローグ
　“まち”が人口減社会にお
いて取り組むべきこととし
てーーー
　地域資源を活用する。
　資源を新たに生み出し、
それらをデザインする。
そしてそれらを“まち”の魅
力や活力に変換し結びつけ
ていくしていくことが必要
です。
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環境変化へのスピードと
未来への布石

人口減少

少子高齢

気候変動

温暖化
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自然環境
の変化

社会環境
の変化

地域を超え

国を超え

社会の枠を超え

対応

猛スピード

すばやく
手を打つ
必要があ
る！
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地域資源を
磨き、活用
する

歴史
文化 産業

自然
環境

社会
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人

都市
環境

Etc.

環境変化に対応する
ために

顕在化と価値の
共有が必要
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地域資源

地域の持つ
お宝の
活用と
創り込み

デザイン
パワー
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元気な
マチ

居心地
の良い
マチ

住民が心身ともに健康

地域コミュニティが活動的
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１．国内外の企業人、研究者、アーティスト、市民
が集まる知の拠点となる、エネルギー創出の場に
相応しい、空き家アトリエ群の創出。

２．フォーラムやシンポジウムなど、芸術祭的開
催（持続性を持ち、毎年）

３．食文化の拠点（生産、加工、調理、食事、食育）

４．情報の受発信を行えるスタジオの創設

　高畠町の魅力創造の例
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地域の魅力づくりに向け、
“地域力”を高めて行く際に、
プロジェクトを立ち上げ、
事業計画を練り、実施計画を詰め、
事業の適切な推進を
図っていかなくてはならない。

この一連の活動は、

都市の活力創造のデザイン、
と表現出来るのではなかろか。
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